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１
１

は
じ
め
に

Ｉ

最
乗
寺
領
の
代
官
と
寺
領
百
姓
に
つ
い
て

明
治
政
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
（
一
八
七
一
一
）
段
階
で
全

国
に
は
八
万
九
九
一
四
の
寺
院
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
寺
院
固
有
の
領
地
Ⅱ

（
１
）

寺
領
を
持
つ
寺
院
は
一
万
六
九
一
一
一
一
一
（
一
八
・
八
％
）
を
数
え
る
と
い
う
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
寺
領
を
持
つ
寺
院
の
規
模
は
、
芝
の
増
上
寺
や

上
野
の
寛
永
寺
な
ど
の
よ
う
に
一
万
石
を
こ
え
る
よ
う
な
大
寺
院
か
ら
、

数
石
あ
る
い
は
「
山
林
竹
木
免
除
」
と
い
っ
た
も
の
ま
で
様
々
で
あ
っ

た
。
一
方
こ
う
し
た
寺
院
の
な
か
に
は
、
寺
院
の
支
配
下
に
置
か
れ
た

農
民
、
す
な
わ
ち
「
門
前
百
姓
」
あ
る
い
は
「
寺
領
百
姓
」
と
い
わ
れ

る
農
民
を
抱
え
た
寺
院
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た

寺
領
の
農
民
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
従

来
の
研
究
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
も
、
こ
う
し
た
寺
領
の
農
民
と
寺

院
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
寺
領
の
農
民
の
動
向
そ
の
も
の
を
問
題
に
し

（
２
）

た
研
究
は
意
外
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
近
世
に
お
け
る
寺
院
の
存
在
形
態
が
多
様
で
あ
り
、
ま

た
寺
領
を
も
つ
寺
院
の
性
格
も
、
そ
の
規
模
か
ら
し
て
も
多
様
で
あ
る

１
１

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
そ
の
経
営
の
あ
り
方
ま
で
踏
み
込
ん
で
、

個
別
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
作
業
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
寺
領

の
農
民
を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
の
支
配
の
あ
り
方
は
も
と
よ
り
、
ま

ず
も
っ
て
こ
う
し
た
寺
領
の
農
民
が
寺
院
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
「
役
」

を
負
担
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た

の
か
と
い
っ
た
こ
と
の
検
討
、
言
い
換
え
れ
ば
、
寺
院
の
宗
教
的
行
事
一

１

や
経
営
に
占
め
る
寺
領
農
民
の
位
置
付
け
を
ま
ず
あ
き
ら
か
に
す
る
必
一

要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
寺
領
農
民
の
宗
教
的
生
活
や
日
常
生
活
の

実
態
、
ま
た
寺
領
以
外
の
村
と
の
関
係
や
一
村
内
に
お
け
る
寺
領
の
農

民
と
他
の
農
民
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
関
係
の
な
か
に
あ
ら

わ
れ
る
寺
領
農
民
の
意
識
の
あ
り
方
な
ど
、
寺
領
の
農
民
そ
の
も
の
に

関
し
て
も
様
々
な
側
面
か
ら
の
検
討
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
相
模
国
足
柄
上

郡
関
本
村
の
曹
洞
宗
大
雄
山
最
乗
寺
の
寺
領
農
民
を
と
り
あ
げ
、
そ
の

実
態
を
個
別
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
ま
ず
論
を
す
す
め

る
上
で
必
要
な
限
り
に
お
い
て
、
最
乗
寺
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
き
た

（
３
）

い
・

Ｉ
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で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
は
「
住
番
之
諸

尊
宿
万
事
一
一
付
而
我
心
自
在
之
執
行
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
塚
原
村
天

王
院
と
竹
松
村
大
松
寺
に
総
寧
寺
・
竜
隠
寺
の
名
代
と
し
て
「
山
中
之

（
５
）

指
引
」
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
天
王
院
と
大
松
寺
の
両

寺
は
、
「
後
見
」
あ
る
い
は
総
寧
寺
・
竜
隠
寺
の
「
目
代
」
と
し
て
、
最

乗
寺
の
運
営
に
深
く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
に
最
乗
寺
の
経
営
基
盤
に
つ
い
て
は
「
雄
峰
一
一
お
ゐ
て
ハ
鎮
金
貸

（
６
）
・

出
、
境
内
立
木
之
外
寺
産
無
之
」
と
い
う
よ
う
に
、
雄
峰
鎮
金
の
貸
付

と
山
林
資
源
が
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
雄
峰
鎮
金
は
相
州

一
国
の
宗
派
寺
院
へ
貸
し
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
毎
年
六
月
と
一
一
月

に
決
算
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
最
乗
寺
の
山
林
は
ま
さ
し
く
「
寺
産
」
一２

仙
胤
脈
単
側
噌
川
刑
牌
幅
秒
州
僻
酎
柳
川
剛
Ⅵ
凧
服
壬
一
一
Ｍ
町
棚
踊
川
一

（
７
）

畝
一
一
歩
、
立
木
数
一
一
万
一
一
一
八
本
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
寺
領
の
農
民

は
第
一
義
的
に
こ
の
山
林
の
経
営
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

そ
れ
で
は
以
下
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
く
が
、
本
稿
で
は
①
寺

領
の
代
官
の
職
務
と
活
動
、
②
寺
領
農
民
の
存
在
形
態
、
お
よ
び
最
乗

寺
（
御
山
）
に
対
す
る
寺
領
農
民
の
御
用
（
役
）
の
検
討
と
近
世
後
期

の
動
向
を
通
し
て
、
最
乗
寺
と
寺
領
農
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。
な
お
、
史
料
中
に
は
最
乗
寺
領
の
農
民
は
「
門
前
百
姓
」

や
「
寺
領
百
姓
」
、
あ
る
い
は
居
住
地
域
を
示
す
「
浦
山
」
ま
た
は
「
裏

山
」
百
姓
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
は
史
料
中
の
文
言
を
除

大
雄
山
最
乗
寺
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
開
山
了
庵
慧
明
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
は
本
庵
の
ほ
か
、
塔
頭
の
大

慈
院
と
報
恩
院
（
両
院
）
、
格
庵
の
正
寿
庵
・
摂
取
庵
・
慈
眼
庵
（
三
格

庵
）
、
お
よ
び
境
内
・
伽
藍
の
守
護
と
し
て
道
了
尊
が
あ
っ
た
。
最
乗
寺

の
運
営
で
特
筆
す
べ
き
は
、
一
年
交
替
で
住
持
を
勤
め
る
輪
住
制
が
敷

か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）

三
月
一
九
日
九
世
の
在
仲
宗
宥
の
代
に
輪
住
制
が
定
ま
り
、
同
年
七
月

一
七
日
に
一
○
世
安
里
宗
樗
が
入
寺
し
て
輪
住
制
が
開
始
さ
れ
た
と
い

う
。
運
営
は
了
庵
派
の
一
六
派
に
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
大
慈
院
で
は
天

正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
よ
り
大
綱
派
一
二
派
に
て
、
報
恩
院
で
は
永

正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
よ
り
春
屋
派
七
派
に
て
輪
住
制
が
敷
か
れ
た
。

さ
て
、
近
世
期
の
最
乗
寺
の
本
寺
は
能
登
総
持
寺
妙
高
庵
で
あ
り
、

中
期
に
は
末
寺
五
力
寺
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）

八
月
一
七
日
付
で
徳
川
家
光
よ
り
「
境
内
門
前
山
林
竹
木
諸
役
免
除
」

の
朱
印
状
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
幕
府
は
宗
教
行
政
の
一
端
と
し
て
、
幕
府
の
命
令
を
配

下
寺
院
へ
伝
達
す
る
機
関
Ⅱ
「
触
頭
」
を
設
け
て
い
た
。
曹
洞
宗
の
場

合
こ
の
触
頭
を
「
僧
禄
」
と
称
し
、
下
総
の
総
寧
寺
・
下
野
の
大
中
寺
．

武
蔵
の
竜
隠
寺
が
、
可
睡
斎
を
僧
禄
と
す
る
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
伊

（
４
）

一
旦
の
四
カ
国
を
除
く
、
全
国
の
僧
禄
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
通
称
こ
れ

を
「
関
一
一
一
ケ
寺
」
と
称
し
、
最
乗
寺
も
こ
の
「
関
三
ケ
寺
」
の
支
配
下

に
お
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
総
寧
寺
と
竜
隠
寺
は
最
乗
寺
の
後
見



明
治
四
年
（
一
八
七
二
九
月
に
、
最
乗
寺
後
見
の
大
松
寺
か
ら
民

政
役
所
に
提
出
さ
れ
た
、
代
官
鈴
木
善
兵
衛
家
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、

鈴
木
家
の
先
祖
は
摂
津
国
三
田
出
生
で
鈴
木
治
右
衛
門
と
い
い
、
応
永

元
年
了
庵
慧
明
が
相
模
国
に
下
向
す
る
際
に
、
摂
津
と
伊
丹
の
境
の
永

沢
分
と
い
う
所
か
ら
召
し
連
れ
、
最
乗
寺
開
閣
の
時
か
ら
了
庵
に
仕
え

て
当
地
に
居
住
し
、
こ
の
治
右
衛
門
よ
り
代
々
鈴
木
善
兵
衛
を
名
乗
っ

（
９
）

て
き
た
と
い
う
。
由
緒
書
で
あ
る
た
め
真
偽
の
程
が
定
か
で
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
以
下
の
二
つ
の
点
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
第
一
点
目
は
、
鈴
木
家
の
先
祖
と
さ
れ
る
治
右
衛
門
に
つ
い
て

（
Ⅲ
）

で
あ
る
。
次
の
史
料
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
史
料
１
〉

定

一
当
山
現
住
之
諸
寺
院
寺
家
建
立
之
時
、
船
従
中
堂
寺
中
之
廻
竪
山

案
山
之
大
小
者
不
及
申
、
薪
成
共
不
可
伐
、

一
此
度
金
剛
寿
院
二
打
置
如
壁
書
、
竹
木
一
本
も
不
可
出
之
事
、

一
当
寺
山
一
一
而
茅
苅
事
堅
禁
制
可
有
之
、

右
之
条
々
船
違
背
輩
者
、
急
度
披
露
可
有
之
也
、

大
中
寺

最
乗
寺
領
の
代
官
に
つ
い
て

最
乗
寺
山
林
の
伐
木
禁
止
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
寛
永
一
三
年

（
一
六
三
六
）
七
月
付
の
こ
の
定
書
の
宛
名
に
「
次
右
衛
門
」
と
い
う

名
前
が
み
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
近
世
の
初
期
に
「
次

右
衛
門
」
と
名
乗
る
人
物
が
存
在
し
、
「
関
三
ヶ
寺
」
の
一
つ
の
大
中
寺

か
ら
最
乗
寺
の
山
林
伐
木
禁
止
に
関
す
る
定
書
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
定
書
が
写
と
し
て
鈴
木
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
注
目
し
て
お
き
た
い
・
応
永
元
年
に
了
庵
が
召
し
連
れ
た
と
い
う
「
治

右
衛
門
」
は
こ
の
由
緒
書
以
外
に
根
拠
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
近
世

の
初
期
に
、
最
乗
寺
山
林
の
管
理
を
担
っ
た
人
物
と
し
て
「
次
右
衛
門
」
一３

が
お
り
、
直
系
の
子
孫
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
最
乗
寺
「
代
官
」
一

と
し
て
の
鈴
木
家
は
こ
れ
と
繋
が
る
形
で
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
う
し
た
事
情
が
先
の
由
緒
書
に

も
反
映
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
の
鈴
木
家
の
「
代
官
職
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
の
由

緒
書
で
は
、
史
料
上
に
「
代
官
」
の
文
言
が
確
認
で
き
る
と
い
う
宝
永

四
年
（
一
七
○
七
）
を
境
に
、
そ
れ
以
前
と
以
後
を
分
け
、
そ
れ
以
前

の
三
一
四
年
間
（
応
永
元
年
よ
り
）
に
七
代
を
数
え
、
以
後
当
代
ま
で

五
代
の
間
代
官
を
勤
め
た
と
し
て
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
宝
永
四
年
一

二
月
の
史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
は
で
き
な
い
が
、
問
題
は
こ
の
時

期
を
境
に
善
兵
衛
の
肩
書
に
変
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

寛
永
十
一
一
一
柄
年
七
月

次
右
衛
門
参

韓
鴬

（
８
）

き
、
「
寺
領
百
姓
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
す
る
。



年
「
覚
」
の
中
の
記
載
も
、
最
乗
寺
の
山
守
と
し
て
の
職
務
の
一
端
を

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
山
守
」
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
代
官
」
と

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
務
や
機
能
は
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
変
化
は
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
職
務
や
機
能
と
い
っ
た
側
面
だ
け
で
な
く
、
名
称
の

変
化
に
と
も
な
う
家
格
の
変
化
や
最
乗
寺
領
に
お
け
る
位
置
付
け
の
変

化
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
も
含
め
て
、
「
代
官
」
と
し
て
の
職
務
や
活
動

を
最
乗
寺
の
徒
書
を
通
し
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

４

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
現
存
す
る
史
料
の
中
に
一
一
点
の
代
官
徒
一

が
確
認
さ
れ
る
。
第
一
点
目
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
一
一
一
月
付
の

も
の
で
、
こ
れ
は
摂
取
庵
の
隠
居
願
い
一
件
に
関
連
し
て
、
代
官
善
兵

（
皿
）

衛
が
答
め
を
被
っ
た
際
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
時

の
徒
書
は
こ
の
一
件
の
善
後
策
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
。
捷
書
は

①
以
後
役
儀
を
精
密
に
勤
め
る
こ
と
、
②
願
い
の
儀
な
ど
が
あ
る
場
合

は
天
王
院
・
大
松
寺
の
両
後
見
に
相
談
す
る
こ
と
、
③
無
益
の
私
用
で

三
格
庵
へ
出
入
り
し
な
い
こ
と
、
④
当
山
出
入
り
の
職
人
や
寺
領
百
姓

が
御
山
に
対
し
無
礼
を
し
な
い
よ
う
申
し
付
け
る
こ
と
、
⑤
当
山
境
の

並
木
や
山
内
竹
木
に
隈
り
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
こ
と
、
の

五
カ
条
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
第
一
～
三
条
は
こ
う
し
た
事
情

こ
れ
が
第
二
点
目
で
あ
る
。

「
善
兵
衛
」
と
い
う
名
が
確
認
で
き
る
史
料
で
最
も
古
い
も
の
は
、

最
乗
寺
輪
住
の
諸
寺
院
宛
に
出
さ
れ
た
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
七
月

（
ｕ
）

二
五
日
付
の
「
輪
住
徒
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
山
林
の
伐
採
を
禁
じ
た

第
二
条
目
に
、
平
日
薪
木
用
意
等
の
節
は
「
山
守
善
兵
衛
」
の
見
分
を

得
て
枯
木
を
伐
り
取
る
よ
う
に
と
あ
り
、
「
山
守
」
の
一
肩
書
を
も
つ
善
兵

衛
の
名
が
出
て
く
る
。
ま
た
最
乗
寺
の
普
請
修
復
に
つ
い
て
の
褒
美
と

し
て
、
天
王
院
と
大
松
寺
に
松
風
杉
を
与
え
た
宝
永
八
年
（
一
七
二
）

一
一
一
月
一
一
三
日
付
の
「
覚
」
で
は
、
伐
採
の
際
に
「
山
守
」
も
立
会
っ
て

（
皿
）

見
分
を
す
る
よ
う
に
と
あ
る
・
と
こ
ろ
が
、
最
乗
寺
宛
の
享
保
一
一
年
（
一

七
一
七
）
七
月
二
○
日
付
の
借
用
証
文
で
は
、
差
出
人
善
兵
衛
の
一
肩
書

（
Ｂ
）

は
「
代
官
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
善
兵
衛
の
一
肩
圭
冒
は
「
代
官
」

と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
由
緒
書
の
内
容
と
は
若
干
ず
れ
る
も

の
の
、
宝
永
の
末
か
あ
る
い
は
正
徳
期
前
後
に
、
鈴
木
家
は
「
山
守
」

か
ら
「
代
官
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
‐

山
守
は
そ
の
名
の
ご
と
く
山
林
を
管
理
・
監
察
す
る
役
目
を
担
っ
た

人
物
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
の
〈
史
料
１
〉
中
の
「
次
右
衛
門
」
は
、

近
世
初
期
の
最
乗
寺
の
「
山
守
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
定

書
で
は
、
大
小
木
の
伐
採
や
竹
木
の
伐
り
出
し
か
ら
茅
刈
り
に
至
る
ま

で
を
厳
し
く
禁
止
し
、
こ
れ
に
背
く
も
の
を
取
締
ま
る
よ
う
に
と
申
渡

し
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
山
守
の
基
本
的
な
役
目
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
掲
げ
た
宝
永
三
年
「
輪
住
徒
」
や
同
八



一
毎
日
巡
山
当
番
之
者
計
り
ま
か
セ
不
置
、
自
身
以
時
々
可
致
巡
山

事
、
．

事
、

一
例
年
極
月
廿
八
日
身
礼
清
浄
一
一
致
し
、
献
供
等
町
嘩
二
年
男
可
相

勤
事
、

一
例
年
正
・
五
・
九
月
御
祭
礼
之
節
前
日
早
朝
上
山
、
七
五
三
等
致

町
嘩
二
講
中
之
取
扱
鹿
末
無
様
可
相
心
得
事
、

一
御
祭
礼
当
日
者
勿
論
、
不
断
た
り
と
茂
大
門
通
り
狼
ケ
間
敷
儀
無

之
様
可
心
付
事
、

一
輪
住
御
交
代
井
両
度
御
出
役
之
節
上
下
共
御
案
内
申
上
、
無
礼
無

之
様
可
相
勤
事
、

附
り
、飯

沢
村
端
又
ハ
狩
野
村
端
迄
迎
送
、
井
御
先
触
等
取
次
失
念

無
之
様
可
相
勤
事
、

５

－
寺
領
取
締
等
随
分
慈
愛
を
加
へ
可
致
差
図
、
尤
相
背
も
の
有
之
ハ
ー

両
目
代
江
其
旨
可
申
出
事
、

一
御
普
請
中
ハ
格
別
御
用
向
等
有
之
間
、
日
々
上
山
、
惣
百
姓
御
役

（
得
脱
ヵ
）

差
支
無
之
様
可
相
心
事
、

右
之
条
々
堅
可
相
守
、
若
松
違
背
ハ
過
失
可
申
付
者
也
、

大
雄
峯

慶
応
二
丙
寅
年
目
代

二
月

天
王
院

天
王
院

大
松
寺

代
官鈴

木
善
兵
衛
と
の

を
端
的
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
第
五
条
が
「
山
守
」
以
来
の
最

も
基
本
的
で
重
要
な
職
務
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
第

四
条
は
代
官
が
寺
領
百
姓
の
み
な
ら
ず
、
最
乗
寺
出
入
り
の
職
人
を
も

統
轄
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
裁
許

申
渡
し
の
中
に
は
「
此
度
之
儀
二
か
き
ら
す
、
御
山
之
儀
者
不
及
申
、

（
姓
）

一
一
一
格
庵
共
次
二
浦
山
百
性
共
之
事
何
事
一
一
よ
ら
す
、
一
両
日
与
間
有
之

事
二
不
存
罷
有
候
而
ハ
、
其
方
役
儀
今
日
二
不
相
立
事
二
候
」
と
い
っ
た

記
載
が
あ
り
、
代
官
の
「
役
儀
」
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お

き
た
い
・

こ
れ
に
対
し
慶
応
一
一
年
（
一
八
六
六
）
二
月
の
「
代
官
職
徒
」
は
、

文
字
通
り
代
官
の
職
務
の
全
体
像
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
過
）

次
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

〈
史
料
２
〉

代
官
職
徒

一
今
般
吟
味
之
上
当
山
代
官
職
申
渡
之
間
、
万
端
無
念
無
之
様
可
相

勤
事
、

（
大
）

一
門
前
御
高
札
之
儀
太
切
一
一
可
致
護
念
、
万
火
災
者
勿
論
、
大
風

之
節
ハ
早
速
取
放
シ
可
致
守
護
事
、

一
代
官
ハ
山
守
第
一
之
職
分
た
る
の
間
、
山
林
狼
無
之
様
可
為
護
念



ぱ
嘉
永
五
年
（
一
八
五
一
一
）
三
月
の
「
落
葉
拾
之
村
々
箇
条
申
渡
ス
」

は
、
最
乗
寺
の
再
建
掛
り
か
ら
落
ち
葉
拾
い
の
村
方
中
へ
出
さ
れ
た
、

落
ち
葉
拾
い
に
関
す
る
捷
書
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
「
右
之
通
被

（
胆
）

申
渡
置
候
、
鈴
木
善
丘
〈
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

徒
書
の
再
達
と
も
い
う
べ
き
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
一
○
日

の
「
廻
達
」
で
は
、
鈴
木
善
兵
衛
が
直
接
差
出
人
と
な
っ
て
、
飯
沢
・

向
田
・
和
田
河
原
・
竹
松
・
宮
ノ
台
・
牛
島
村
と
い
っ
た
落
ち
葉
拾
い

（
Ⅳ
）

の
村
々
の
名
、
王
中
に
、
こ
の
「
廻
達
」
を
廻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
最
乗
寺
領
の
代
官
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
山
守
か
ら

代
官
へ
の
一
肩
書
の
変
化
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
代

官
の
職
務
自
体
も
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
先
の
山
守

の
時
期
に
も
、
こ
こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
職
務
を
勤
め
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
代
官
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
職
務
の
内
容
や
権
限
、
あ
る
い
は
御
山
の
行
事
に
占
め
る

位
置
付
け
な
ど
が
拡
大
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
よ
り
は
、
年
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
よ
り
機
構
的
、

機
能
的
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
山
守
は
「
山
守
」
と
い
う
職
務
に
す
べ
て
が
集
約
さ

れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
代
官
は
山
守
と
し
て
の
職
務
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
最
乗
寺
の
機
構
の
一
端
と
し
て
、
寺
領
全
体
に
対
す
る
総
体

的
な
管
理
能
力
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

が
肩
書
の
変
化
と
し
て
表
れ
た
と
す
れ
ば
、
鈴
木
家
の
地
位
自
体
も
こ

６

こ
れ
は
先
代
の
善
兵
衛
が
退
役
し
て
、
梓
に
代
官
職
を
譲
っ
た
際
に

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
条
目
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
「
代
官
職
捷
」
か
ら
み
れ
ば
、
代
官
の
職
務
は
以
下
の

四
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
第
一
は
山
林
の
管
理
・
監
察
（
第
三
・

四
条
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
再
三
述
べ
て
き
た
が
、

三
条
目
の
「
代
官
ハ
山
守
第
一
之
職
分
た
る
の
間
」
と
い
う
文
言
が
そ

の
す
べ
て
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
第
二
と
し
て
御
山
の

年
中
行
事
に
対
す
る
奉
仕
が
あ
げ
ら
れ
る
（
第
五
～
八
条
）
・
こ
こ
で
は
、

年
末
の
年
男
、
正
．
五
・
九
月
の
三
祭
礼
、
大
門
通
り
の
管
理
、
輪
住

交
代
の
際
の
世
話
に
つ
い
て
、
代
官
の
役
割
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
第
三
が
寺
領
の
取
締
り
（
第
九
条
）
、
第
四
が
御
山
の
普
請

御
用
と
百
姓
の
差
配
で
あ
る
（
第
一
○
条
）
・

宝
暦
四
年
の
代
官
徒
と
合
わ
せ
て
整
理
す
れ
ば
、
最
乗
寺
領
の
代
官

は
、
最
乗
寺
本
庵
お
よ
び
天
王
院
・
大
松
寺
の
両
後
見
の
指
揮
の
下
、

山
林
の
管
理
・
監
察
を
第
一
の
職
分
と
し
、
御
山
全
体
の
こ
と
に
目
を

光
ら
せ
な
が
ら
寺
領
百
姓
や
出
入
り
の
職
人
を
監
督
し
、
御
山
の
行
事

に
奉
仕
し
、
さ
ら
に
普
請
に
際
し
て
は
中
心
と
な
っ
て
働
き
、
寺
領
百

姓
を
差
配
す
る
、
と
い
っ
た
職
務
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。ま

た
こ
の
他
に
代
官
は
、
肥
料
や
燃
料
に
す
る
た
め
に
最
乗
寺
山
林

の
落
ち
葉
を
拾
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
村
々
に
対
し
、
寺
と
の
間
に
た

っ
て
、
実
質
上
そ
の
差
配
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え



れ
が
一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
肥
）

次
に
「
寺
領
百
姓
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
寺
領
百
姓
に
つ
い
て

甚
五
兵
衛

甚
兵
衛

（
後
欠
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
最
乗
寺
領
に
は
七
軒
の
寺
領
百
姓
が
お
り
、
②

古
来
よ
り
屋
敷
分
の
土
地
を
最
乗
寺
か
ら
預
か
っ
て
い
る
が
、
③
年
貢

は
一
切
納
め
て
い
な
い
こ
と
、
④
御
山
御
用
の
節
は
諸
役
を
勤
め
、
少
々

の
扶
持
米
を
頂
い
て
い
る
こ
と
、
⑤
惣
百
姓
に
て
隔
番
に
山
内
を
巡
山

す
る
役
を
日
々
勤
め
て
い
る
こ
と
、
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
寺
領
百
姓
の
数
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
宝
永
五

年
（
一
七
○
八
）
が
八
軒
、
享
保
一
七
年
（
一
七
一
一
三
）
・
宝
暦
六
年
（
一

七
五
六
）
・
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
が
九
軒
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
一

７

一
一
）
・
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
が
一
一
一
軒
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
後
期
一

（
釦
）

に
若
干
の
家
数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
寺
領

百
姓
に
つ
い
て
は
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が
、
寛
文
一
一
一
年
（
一
六
七
二
）
の
飯
沢
村
の
「
村
鑑
」
に
は

（
皿
）

「
最
乗
寺
山
廻
四
軒
御
座
候
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
。
巡
山
を
重

要
な
役
と
す
る
寺
領
百
姓
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
四
軒
が
初
期
の

寺
領
百
姓
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
の
寺
領
百
姓
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
江
戸
期
に

は
具
体
的
な
数
値
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二

の
書
上
に
よ
れ
ば
、
「
門
前
拾
弐
軒
江
家
禄
分
」
と
し
て
反
別
一
二
町
歩

（
犯
）

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
単
純
計
算
で
一
人
一
町
歩
と
な
る
が
、
こ

⑩
寺
領
百
姓
の
存
在
形
態

次
の
史
料
は
公
儀
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
し
、
寺
領
百
姓
が
寺
領
の
諸

役
や
年
貢
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
名
の
部
分
が
欠
け

て
い
る
が
、
時
期
的
に
み
て
お
そ
ら
く
幕
府
代
官
蓑
笠
之
助
の
役
所
に

（
的
）

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
史
料
３
〉

指
上
ケ
申
証
文
之
事

（
儀
）
（
儀
）

一
此
度
従
御
公
義
様
被
仰
出
候
義
ハ
、
諸
役
・
御
年
貢
御
吟
味
之

処
奉
承
知
候
、
御
当
山
之
儀
ハ
無
高
山
林
境
内
之
御
朱
印
二
有
之

（
姓
）
（
軒
）

候
、
尤
門
前
百
性
七
間
有
之
候
得
共
、
古
来
ヨ
リ
屋
敷
分
少
々
宛
御

預
被
下
置
候
、
御
年
貢
と
申
ハ
ー
切
差
上
ケ
不
申
候
、
御
当
山
御

用
之
節
ハ
諸
役
相
勤
罷
有
候
、
少
々
之
御
扶
持
米
被
下
置
候
、
井
二

惣
百
性
一
一
而
御
巡
山
各
番
一
一
日
々
相
勤
罷
有
候
、
為
後
日
証
文
連
判

指
上
ケ
価
而
如
件
、

門
前
惣
百
性

元
文
六
年
市
右
衛
門

権
右
衛
門



る
い
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
寺
領
の
木
挽
を
し
た
り
と
、
様
々
な
余
業

に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
最
乗
寺
自
身
が

関
本
村
や
狩
野
村
な
ど
か
ら
土
地
を
買
い
求
め
、
そ
れ
・
を
寺
領
百
姓
に

（
妬
）

耕
作
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
経
営
状
況
ゆ
え
に
、
御
山
御
用
の
役
を
勤
め
る
か
わ
り
に
支
給
さ

れ
る
扶
持
米
な
ど
も
寺
領
百
姓
に
と
っ
て
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
う
し
た

意
味
か
ら
も
最
乗
寺
に
対
す
る
依
存
度
を
強
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
．
も
ち
ろ
ん
御
山
に
対
す
る
役
を
勤
め
る
こ
と
は
、
寺
領

内
に
耕
地
を
所
持
す
る
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
、
寺
領
百
姓
が
寺
領
百

姓
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
両
者
を
結
ぶ
紳
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な

ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
こ
の
寺
領
百
姓
の
御
山
御
用
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
寺
領
百
姓
の
御
山
御
用

〈
表
１
〉
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
正
月
付
の
「
御
山
諸
用
万
控

（
”
）

牒
」
と
題
す
る
史
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
代
官
善
兵

田
植
の
時
節
に
苅
敷
を
渡
す
こ
と
で
周
辺
村
々
の
百
姓
か
ら
越
年
の
金

（
別
）
Ⅲ
（
お
）

子
を
前
借
り
し
た
り
、
大
門
通
り
で
茶
店
な
ど
の
商
売
を
し
た
り
、
あ

衛
が
、
御
山
の
年
中
行
事
と
こ
れ
に
関
す
る
代
官
や
寺
領
百
姓
の
御
用
、

お
よ
び
寺
領
百
姓
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
米
金
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
寺
領
百
姓
を
中
心
に
御
山
の
年
中
行
事
と
御

用
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
こ
れ
を
大
雑
把
に
分
類
す
れ
ば

①
最
乗
寺
独
自
の
儀
式
、
②
最
乗
寺
の
経
営
に
関
す
る
も
の
、
③
季
節

ご
と
の
行
事
、
④
そ
の
他
、
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
最
乗
寺
独
自
の
儀
式
と
し
て
は
、
本
庵
・
両
院
・
三
格
庵
の
開
山

忌
と
本
庵
・
両
院
の
輪
住
交
代
が
あ
る
。
開
山
忌
の
際
は
そ
れ
ぞ
れ
に

豆
腐
二
丁
を
進
上
し
、
一
人
に
付
白
米
五
合
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
輪
住
交
代
の
際
寺
領
百
姓
は
、
入
院
の
祝
儀
と
し
て
半

紙
・
扇
子
箱
添
を
進
上
し
、
三
院
を
狩
野
村
の
臨
済
宗
上
関
山
極
楽
寺
一８

へ
案
内
す
る
と
と
も
に
、
両
後
見
へ
宮
参
り
（
矢
倉
沢
明
神
と
飯
沢
明
一

神
と
思
わ
れ
る
）
の
案
内
を
す
る
。
ま
た
寺
社
奉
行
所
へ
の
披
露
に
は

「
無
役
」
で
お
供
を
す
る
。
そ
し
て
御
山
か
ら
は
下
山
祝
儀
と
し
て
鳥

目
銭
、
入
院
祝
儀
と
し
て
白
米
、
宮
参
り
祝
儀
と
し
て
鳥
目
銭
、
さ
ら

に
寺
社
奉
行
所
へ
の
披
露
の
お
供
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務
に
よ
っ
て
金

子
が
下
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
輪
住
交
代
の
際
に
代
官
が
上
下
山
の
案

内
を
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
〈
史
料
２
〉
の
八
条

目
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

次
に
②
御
山
の
経
営
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
貸
付
金
に
関
す
る
「
御

山
利
納
始
」
、
お
よ
び
山
林
見
廻
り
と
「
三
院
様
杉
苗
植
付
」
「
山
内
山

焼
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
御
山
利
納
始
」
は
、
六
月
と
一
一
月
の
年

の
内
訳
を
み
る
と
、
田
反
別
一
一
反
四
畝
一
一
九
歩
、
畑
反
別
一
町
三
反
一
一

○
歩
で
、
そ
の
他
山
畑
反
別
九
町
六
反
四
畝
歩
、
屋
敷
地
六
反
九
畝
二

四
歩
、
竹
林
反
別
一
七
歩
と
な
っ
て
お
り
、
田
畑
だ
け
で
は
一
町
五
反

五
畝
一
九
歩
で
、
一
人
平
均
一
反
二
畝
強
と
な
り
、
そ
の
零
細
性
が
み

（
羽
）

て
と
れ
る
。
そ
の
た
め
寺
領
百
姓
は
、
最
乗
寺
に
拝
借
金
を
願
う
一
方
、



れ
が
一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
肥
）

次
に
「
寺
領
百
姓
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
寺
領
百
姓
に
つ
い
て

甚
五
兵
衛

甚
兵
衛

（
後
欠
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
最
乗
寺
領
に
は
七
軒
の
寺
領
百
姓
が
お
り
、
②

古
来
よ
り
屋
敷
分
の
土
地
を
最
乗
寺
か
ら
預
か
っ
て
い
る
が
、
③
年
貢

は
一
切
納
め
て
い
な
い
こ
と
、
④
御
山
御
用
の
節
は
諸
役
を
勤
め
、
少
々

の
扶
持
米
を
頂
い
て
い
る
こ
と
、
⑤
惣
百
姓
に
て
隔
番
に
山
内
を
巡
山

す
る
役
を
日
々
勤
め
て
い
る
こ
と
、
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
寺
領
百
姓
の
数
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
宝
永
五

要
減
町
雪
涯
一
潅
叶
差
一
蓋
薩
一

７

一
一
）
・
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
が
一
一
一
軒
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
後
期
一

（
別
）

に
若
干
の
家
数
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
寺
領

百
姓
に
つ
い
て
は
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
一
一
）
の
飯
沢
村
の
「
村
鑑
」
に
は

（
幻
）

「
最
乗
寺
山
廻
四
軒
御
座
候
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
。
巡
山
を
重

要
な
役
と
す
る
寺
領
百
姓
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
四
軒
が
初
期
の

寺
領
百
姓
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
の
寺
領
百
姓
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
江
戸
期
に

は
具
体
的
な
数
値
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二

の
書
上
に
よ
れ
ば
、
「
門
前
拾
弐
軒
江
家
禄
分
」
と
し
て
反
別
一
二
町
歩

（
犯
）

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
単
純
計
算
で
一
人
一
町
歩
と
な
る
が
、
こ

⑩
寺
領
百
姓
の
存
在
形
態

次
の
史
料
は
公
儀
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
し
、
寺
領
百
姓
が
寺
領
の
諸

役
や
年
貢
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
名
の
部
分
が
欠
け

て
い
る
が
、
時
期
的
に
み
て
お
そ
ら
く
幕
府
代
官
蓑
笠
之
助
の
役
所
に

（
岨
）

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
史
料
３
〉

指
上
ケ
申
証
文
之
事

（
儀
）
（
儀
）

一
此
度
従
御
公
義
様
被
仰
出
候
義
ハ
、
諸
役
・
御
年
貢
御
吟
味
之

処
奉
承
知
候
、
御
当
山
之
儀
ハ
無
高
山
林
境
内
之
御
朱
印
二
有
之

（
姓
）
（
軒
）

候
、
尤
門
前
百
性
七
間
有
之
候
得
共
、
古
来
ヨ
リ
屋
敷
分
少
々
宛
御

預
被
下
置
候
、
御
年
貢
と
申
ハ
ー
切
差
上
ケ
不
申
候
、
御
当
山
御

用
之
節
ハ
諸
役
相
勤
罷
有
候
、
少
々
之
御
扶
持
米
被
下
置
候
、
井
一
一

惣
百
性
一
一
而
御
巡
山
各
番
一
一
日
々
相
勤
罷
有
候
、
為
後
日
証
文
連
判

指
上
ケ
価
而
如
件
、

門
前
惣
百
性

元
文
六
年
市
右
衛
門

権
右
衛
門



衛
が
、
御
山
の
年
中
行
事
と
こ
れ
に
関
す
る
代
官
や
寺
領
百
姓
の
御
用
、

お
よ
び
寺
領
百
姓
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
米
金
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
寺
領
百
姓
を
中
心
に
御
山
の
年
中
行
事
と
御

用
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
こ
れ
を
大
雑
把
に
分
類
す
れ
ば

①
最
乗
寺
独
自
の
儀
式
、
②
最
乗
寺
の
経
営
に
関
す
る
も
の
、
③
季
節

ご
と
の
行
事
、
④
そ
の
他
、
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
最
乗
寺
独
自
の
儀
式
と
し
て
は
、
本
庵
・
両
院
・
三
格
庵
の
開
山

忌
と
本
庵
・
両
院
の
輪
住
交
代
が
あ
る
。
開
山
忌
の
際
は
そ
れ
ぞ
れ
に

豆
腐
二
丁
を
進
上
し
、
一
人
に
付
白
米
五
合
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
輪
住
交
代
の
際
寺
領
百
姓
は
、
入
院
の
祝
儀
と
し
て
半

紙
・
一
扇
子
箱
添
を
進
上
し
、
三
院
を
狩
野
村
の
臨
済
宗
上
関
山
極
楽
寺
一

８

へ
案
内
す
る
と
と
も
に
、
両
後
見
へ
宮
参
り
（
矢
倉
沢
明
神
と
飯
沢
明
一

神
と
思
わ
れ
る
）
の
案
内
を
す
る
。
ま
た
寺
社
奉
行
所
へ
の
披
露
に
は

「
無
役
」
で
お
供
を
す
る
。
そ
し
て
御
山
か
ら
は
下
山
祝
儀
と
し
て
烏

目
銭
、
入
院
祝
儀
と
し
て
白
米
、
宮
参
り
祝
儀
と
し
て
鳥
目
銭
、
さ
ら

に
寺
社
奉
行
所
へ
の
披
露
の
お
供
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務
に
よ
っ
て
金

子
が
下
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
輪
住
交
代
の
際
に
代
官
が
上
下
山
の
案

内
を
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
〈
史
料
２
〉
の
八
条

目
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

次
に
②
御
山
の
経
営
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
貸
付
金
に
関
す
る
「
御

山
利
納
始
」
、
お
よ
び
山
林
見
廻
り
と
「
三
院
様
杉
苗
植
付
」
「
山
内
山

焼
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
御
山
利
納
始
」
は
、
六
月
と
一
一
月
の
年

の
内
訳
を
み
る
と
、
田
反
別
一
一
反
四
畝
一
一
九
歩
、
畑
反
別
一
町
三
反
一
一

○
歩
で
、
そ
の
他
山
畑
反
別
九
町
六
反
四
畝
歩
、
屋
敷
地
六
反
九
畝
二

四
歩
、
竹
林
反
別
一
七
歩
と
な
っ
て
お
り
、
田
畑
だ
け
で
は
一
町
五
反

五
畝
一
九
歩
で
、
一
人
平
均
一
反
一
一
畝
強
と
な
り
、
そ
の
零
細
性
が
み

（
羽
）

て
と
れ
る
。
そ
の
た
め
寺
領
百
姓
は
、
最
乗
寺
に
拝
借
金
を
願
う
一
方
、

田
植
の
時
節
に
苅
敷
を
渡
す
こ
と
で
周
辺
村
々
の
百
姓
か
ら
越
年
の
金

（
型
）
（
妬
）

子
を
前
借
り
し
た
り
、
大
門
通
り
で
茶
店
な
ど
の
商
売
を
し
た
り
、
あ

る
い
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
寺
領
の
木
挽
を
し
た
り
と
、
様
々
な
余
業

に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
最
乗
寺
自
身
が

関
本
村
や
狩
野
村
な
ど
か
ら
土
地
を
買
い
求
め
、
そ
れ
・
を
寺
領
百
姓
に

（
妬
）

耕
作
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
経
営
状
況
ゆ
え
に
、
御
山
御
用
の
役
を
勤
め
る
か
わ
り
に
支
給
さ

れ
る
扶
持
米
な
ど
も
寺
領
百
姓
に
と
っ
て
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
う
し
た

意
味
か
ら
も
最
乗
寺
に
対
す
る
依
存
度
を
強
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
御
山
に
対
す
る
役
を
勤
め
る
こ
と
は
、
寺
領

内
に
耕
地
を
所
持
す
る
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
、
寺
領
百
姓
が
寺
領
百

姓
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
両
者
を
結
ぶ
緋
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な

ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
こ
の
寺
領
百
姓
の
御
山
御
用
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
寺
領
百
姓
の
御
山
御
用

〈
表
１
〉
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
正
月
付
の
「
御
山
諸
用
万
控

（
”
）

牒
」
と
題
す
る
史
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
代
官
善
丘
〈



な
い
が
、
祝
儀
と
し
て
金
子
と
鳥
目
銭
が
下
さ
れ
た
。
な
お
、
代
官
は

こ
れ
以
外
に
毎
月
三
日
に
礼
賀
と
し
て
参
上
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
た
。④

そ
の
他
と
し
て
は
、
五
月
の
注
連
純
締
め
と
、
三
年
に
一
度
の
宗

門
改
め
の
宗
判
に
弘
西
寺
村
ま
で
「
無
役
」
で
お
供
を
す
る
と
い
う
役

が
あ
る
。
ま
た
二
月
の
味
噌
焼
使
僧
の
格
庵
出
仕
に
は
、
役
は
勤
め
な

い
も
の
の
、
祝
儀
と
し
て
烏
目
銭
が
下
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
こ
で
い
う
御
山
の
年
中
行
事
は
寺
領

百
姓
と
の
関
わ
り
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
だ

け
に
両
者
の
関
係
の
程
度
が
み
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
年
中
行
事
に
お

け
る
寺
領
百
姓
の
役
割
は
、
①
③
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
節
目
一９

節
目
に
半
紙
や
豆
腐
な
ど
を
進
上
す
る
こ
と
を
主
と
し
な
が
ら
、
い
く

つ
か
の
人
足
役
を
勤
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
役
は
「
無
役
」
｜

と
し
て
勤
め
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
「
無
役
」
と
は
、
文
言
の
用
法
か

ら
み
る
限
り
、
御
山
の
役
を
勤
め
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
正
式

に
御
山
の
役
と
し
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら

か
の
勤
め
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
、
役
に
対
す
る
給
付
も
本
来
は
支
給

さ
れ
な
い
も
の
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
表
１
〉
は
年
中
行

事
に
お
け
る
御
山
と
寺
領
百
姓
の
儀
礼
的
関
係
を
示
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
は
時
々
の
下
さ
れ
物
が
祝
儀
と
し
て
下
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
み
て
と
れ
る
。
こ
こ
で
少
な
く
と
も
寺
領
の
定
役
と
し
て
認
め

ら
れ
る
も
の
は
、
山
林
の
見
廻
り
と
輪
住
交
代
の
案
内
役
に
す
ぎ
な
い
。

二
回
、
貸
付
金
の
利
足
の
取
り
立
て
と
決
算
を
行
う
の
も
の
で
、
こ
の

時
江
戸
の
役
寺
か
ら
出
役
を
迎
え
る
。
出
役
は
こ
の
時
「
御
山
廻
り
」

を
行
う
が
、
「
御
山
利
納
」
の
立
会
と
見
分
を
行
う
こ
と
が
第
一
の
目
的

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
出
役
の
送
迎
も
代
官
の
役
目
で
あ
っ
た

が
、
寺
領
百
姓
も
「
無
役
」
に
て
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

山
林
に
関
し
て
は
、
く
り
か
え
す
ま
で
も
な
く
山
林
の
見
廻
り
が
寺

領
百
姓
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
役
で
あ
る
。
寺
領
百
姓
第
一
の
役
と
い

っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
「
山
内
山
焼
」
は
寺
領
百
姓
一
同
「
無
役
」

で
勤
め
、
飯
料
と
し
て
一
人
前
白
米
五
合
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
「
三
院
様
杉
苗
植
付
」
に
は
、
続
け
て
「
尤
杉
苗
者
寺
領

一
一
有
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
文
言
か
ら
し
て
も
、

「
山
内
山
焼
」
同
様
寺
領
百
姓
も
何
ら
か
の
役
を
勤
め
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
③
季
節
毎
の
行
事
、
つ
ま
り
寺
領
百
姓
が
礼
賀
と
し
て
参
上
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
年
末
年
始
、
上
巳
・
端
午
・
七
夕
．

重
陽
の
節
句
、
土
用
見
舞
に
寒
中
見
舞
、
十
五
夜
の
月
見
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
年
末
に
は
牛
菩
と
お
供
え
を
、
年
始
に
は
半
紙
・
一
扇
子
箱
添
を

進
上
し
、
四
つ
の
節
句
と
十
五
夜
の
月
見
に
は
豆
腐
を
進
上
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
土
用
見
舞
と
寒
中
見
舞
の
進
物
は
定
ま
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
御
山
か
ら
は
年
始
（
鳥
目
銭
）
と
年
末
（
玄
米
）
に
祝

儀
が
出
る
以
外
は
、
と
り
た
て
て
下
さ
れ
物
と
い
う
の
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
節
分
に
は
寺
領
百
姓
の
進
上
物
な
ど
は
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１０

１２日

朔日

３日

６日

８日

１０日

１０．

１２日

１５日

Ｕ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０

８月 本庵入院

大慈院入院

報恩院入院

宮参り

(宮参り）

三院より役人・出
入町人へ進物茶の
事

小田原寺社奉行所
へ披露に御出の事

祝儀として半紙10丈
扇子箱添

祝儀として半紙５丈
扇子箱添

祝儀として半紙５丈
扇子箱添

狩野村極楽寺迄案内の
事

両後見へ参り宮参り案
内の事

無役
先
待
陸
人
１
１
〆

て
２
人
６
日
・
・
・

に
箱
２
尺
・
人
人
躯

月見礼賀

鮒
催
剛
桐
帆
鮒
需
伽
幅

人
人
う
両
・
荷

３
１
そ
・
人
２

●
●

１
掛
坤

本庵へ…豆腐2丁進上
両院へ…豆腐1丁進上

三庵より１人に付
白米５合宛

宮参りの祝儀として
本庵より鳥目ｌ貫文宛
両院より鳥目500文宛

陸尺御山より200文宛
払方は148文宛遺す
平人御山より148文宛
払方は100文宛遺す

９月 ９日 (重陽） 礼賀の事
本庵へ…豆腐2丁進上
両院へ…豆腐1丁進上

11月 ２１日より

２２．２３日頃

２４日

２５日

11月の内

11月の内

御山利納始め

江戸表より御出役
出仕

御出役御山廻り

御出役下山、塚原
村迄送り

山内山焼

無役にて出の事

一人塚原村まで参る事

寒中見舞
両後見・三庵に時を
見合せ進物の事

一同無役 尤飯料として三庵より
l人前白米５合宛

12月

12月
正月

２８日

12月・正月
の内

(歳末）

(節分）

歳末として

１
１

菩
供
菩
供

牛
御
牛
御

へ
へ

庵
院

本
両

把
２
把
１
－

飾
飾
一

して
１俵
１俵
入）

12月の内歳末と
本庵より玄米
両院より玄米

（３斗５升

節分祝儀として
院主は金100疋と

鳥目300文
副寺・典座は

鳥目100文宛
外衆僧は12銅６銅も有

毎月 毎月３日礼賀の事
１カ月に２．３度宛山
林見廻りの事



<表１＞寺領百姓の御山御用Ｉ

月

正月

２月

３月

５月

６月

７月

元日

２日

５．

６日

１４日

日

６日

２月の頃

３日

１９日

２７日

３月の内

３月の内

５日

２５．２６日頃

２５日

土用

２１日より

２２．２３日頃

７日

２４日

２５日

２４日

２５日

イ．御山の行事

(年始）

(年始）

小田原寺社・町人
等へ御山より年礼
御礼は三庵より遺
す

大慈院御開山忌

味噌焼使僧様格庵
へ出仕

(上巳）

報恩院御開山忌

本庵御開山忌

三院様杉苗植付の事

関本村より人別内改
尤３年に１度宛
弘西寺村へ宗判
に御出の事

(端午）

格

締め）

山忌

御山利納始め

江戸表より御出役
出仕

御出役御山廻り

御出役下山、塚原
村迄送り

(七夕）

両院下山

本庵下山

ロ．寺領百姓の御山御用

御年玉
本庵へ…半紙10丈

扇子箱添
両院へ…半紙５丈

扇子箱添

年始礼賀
両後見へ…半紙５丈

扇子箱添
極楽寺へ…半紙５丈

扇子箱添

豆腐２丁進上

礼賀の事
本庵へ…豆腐2丁進上
両院へ…豆腐１丁進上

豆腐２丁進上

豆腐２丁進上

その日は無役にて参る
事

● 長柄１
1人・陸

先箱２人
人・御そう
尺４人・役
篭〆１０A

後箱・合羽
１０人位

礼賀の事
本庵へ…豆腐2丁進上
両院へ…豆腐1丁進上

御山へ七五三〆に出る事

豆腐２丁進上

土用見舞は御山両後見
迄

無役にて出の事

一人塚原村迄参る事

礼賀の事
本庵へ…豆腐2丁進上
両院へ…豆腐1丁進上

１１

ハ．下され物

年始祝儀として
本庵より鳥目300文宛
両院より鳥目200文宛

１人に付白米５合宛

使僧様祝儀として本庵
より鳥目200文宛

1人に付白米５合宛

1人に付白米５合宛

(1人に付白米５合宛）

下山祝儀として

本庵より鳥目200文宛
両院より鳥目100文宛
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そ
こ
で
今
少
し
寺
領
の
役
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

〈
表
２
〉
は
「
御
山
諸
用
万
控
牒
」
に
別
記
さ
れ
た
部
分
か
ら
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
表
１
〉
と
重
な
る
部
分
を
省
く
と
、
①
掃
除
役
、

②
薪
切
り
、
③
使
い
人
足
の
三
つ
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

①
掃
除
役
は
「
開
山
忌
の
時
節
大
門
通
掃
除
」
や
「
開
帳
そ
の
外
道

掃
除
」
と
い
っ
た
掃
除
に
つ
い
て
の
役
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
門
通
り

の
掃
除
に
つ
い
て
は
、
次
に
検
討
す
る
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
「
御

達
書
」
の
七
条
目
に
、
「
大
門
掃
除
之
儀
」
は
本
庵
開
山
忌
前
日
（
三
月
）
、

一
一
一
祭
礼
（
正
．
五
・
九
月
）
前
日
、
三
院
交
代
の
節
（
七
月
）
、
江
戸
役

寺
出
役
の
上
山
前
日
（
六
・
一
一
月
）
の
七
度
を
「
寺
領
之
役
」
と
し

て
勤
め
、
そ
の
他
に
毎
月
一
度
づ
つ
勤
め
る
こ
と
、
と
あ
る
。
逆
に
い

え
ば
、
寺
領
百
姓
は
毎
月
一
度
大
門
通
り
の
掃
除
を
す
る
が
、
そ
の
う

ち
先
の
七
度
を
「
寺
領
之
役
」
と
し
て
勤
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
「
御
役
」
を
持
高
に
よ
っ
て
勤
め
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
な

お
、
「
開
帳
そ
の
外
道
掃
除
」
は
「
寺
領
之
役
」
以
外
の
大
門
通
り
掃
除

に
準
ず
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
薪
切
り
と
③
の
小
田
原
行
人
足
や
江
戸
役
寺
へ
の
飛
脚
、
御
山
利

納
の
決
算
違
い
を
そ
の
寺
へ
知
ら
せ
る
な
ど
の
使
い
人
足
は
、
寺
領
百

姓
全
体
の
役
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
そ
の
分
代
金
を
支
払
う
、
あ
る
い
は
一
雇
う
と
い
っ
た
意
味
合

い
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
も
寺
領
の
百
姓
に
限
る
の
で
あ
る

か
ら
、
総
体
と
し
た
ら
寺
領
の
役
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

<表２＞寺領百姓の御山御用IＩ

御山御 用 下され物

御山入院・開山忌

開山忌の時節大門通掃除

開帳その外道掃除

江戸御役寺より御出役出仕

薪切

小田原行人足

先山人足

平人人足

御山利納

御山御用向にて江戸御役寺への飛脚

１人に付白米５合宛被下

飯料として１人前白米１升宛被下

1人前白米５合宛被下

無役にて出候事

３尺廻り１０把にて白米１升５合宛

釜焼は６尺高l灰にて白米１升５合宛

1人前200文宛

1人前200文宛

1人前148文宛

間違いの筋の賃銭１里100文

金１分と400文位



一
寺
領
之
者
、
人
々
持
地
之
外
当
山
山
林
之
内
江
新
畑
開
発
堅
可
令

停
止
事
、

一
寺
領
之
者
、
人
々
拝
借
と
な
ぞ
ら
へ
、
雑
木
之
分
勝
手
一
一
伐
取
候

趣
不
坪
之
至
、
以
来
ハ
右
雑
木
た
り
共
伐
取
節
ハ
、
両
目
代
江
相

伺
請
見
分
、
許
容
之
上
取
計
可
申
事
、

一
大
門
掃
除
之
儀
ハ
、
本
庵
御
開
山
忌
前
日
、
正
．
五
・
九
月
御

祭
礼
之
前
日
、
井
七
月
三
院
交
代
之
節
、
六
月
・
霜
月
御
出
役
上
山

之
前
日
、
右
七
度
之
儀
ハ
寺
領
之
役
と
し
て
可
相
勤
、
其
余
者
毎

月
壱
度
シ
、
可
相
勤
、
其
節
ハ
先
例
之
通
三
院
ヨ
リ
御
扶
持
米
可
被

下
、
都
而
人
々
持
高
之
多
少
二
よ
り
御
役
可
相
勤
事
、

一
山
内
落
葉
等
拾
に
入
篭
候
節
、
冬
分
ハ
格
別
山
内
に
て
火
を
た
き

候
者
間
々
相
見
候
、
向
後
堅
禁
之
、
勿
論
御
用
職
人
之
儀
は
別
段

と
可
相
心
得
事
、

一
他
領
之
者
勝
手
次
第
山
内
へ
入
込
候
節
、
寺
領
之
者
気
を
付
、
落

葉
・
落
枝
之
外
決
而
相
と
ら
せ
申
間
敷
事
、

附
り
、
代
官
之
前
往
来
之
節
、
見
当
り
次
第
代
官
ヨ
リ
其
旨
可
申

渡
事
、

一
寺
領
之
者
、
三
院
現
住
は
不
及
申
、
両
目
代
井
役
寮
其
外
一
山
之

僧
侶
途
中
二
而
出
合
候
節
ハ
、
か
む
り
も
の
ハ
勿
論
、
随
分
町
嘩
に

可
致
会
釈
、
仮
令
他
領
之
者
山
内
へ
落
葉
拾
等
二
入
込
候
と
も
、

右
之
趣
代
官
よ
り
申
渡
置
、
無
礼
無
之
様
可
申
付
事
、

一
寺
領
惣
百
性
例
年
人
別
之
儀
、
是
迄
ハ
当
山
へ
不
相
納
之
由
、
向

1３

「
御
山
諸
用
万
控
牒
」
を
素
材
に
、
御
山
御
用
（
役
）
を
通
し
て
み

た
最
乗
寺
と
寺
領
百
姓
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
を
別

の
角
度
か
ら
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
寺
領
百
姓
の
統
制
の
あ
り
方
や
、

そ
の
背
景
と
し
て
あ
る
当
時
の
社
会
状
況
を
み
る
た
め
に
、
さ
ら
に
天

保
一
三
年
の
寺
領
百
姓
へ
の
「
御
達
書
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。

③
天
保
一
三
年
の
「
御
達
書
」
と
そ
の
背
景

（
犯
）

長
文
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

〈
史
料
４
〉

御
達
書

（
姓
）

一
寺
領
之
惣
百
性
御
開
山
之
着
庸
た
る
の
間
、
御
使
と
し
て
毎
日

壱
人
宛
順
番
一
一
無
僻
怠
可
致
巡
山
、
若
山
林
之
内
不
坪
之
儀
有
之

時
ハ
、
当
日
番
之
者
越
度
た
る
へ
き
事
、

一
山
内
之
竹
木
御
開
山
之
骨
肉
同
様
た
る
の
間
、
大
小
ハ
勿
論
、

縦
令
寸
木
た
り
と
も
隈
二
伐
荒
し
申
間
敷
事
、

一
船
山
内
不
限
大
小
一
一
黒
印
無
之
木
ハ
伐
取
事
堅
禁
之
、
以
来
ハ
御

用
木
た
り
共
、
本
庵
井
両
目
代
之
黒
印
共
三
シ
打
印
し
無
之
木
ハ

不
可
伐
取
、
若
し
無
印
之
木
伐
取
族
有
之
ハ
、
壱
尺
以
下
廻
ル
木

ハ
、
壱
本
二
付
過
料
壱
貫
文
可
差
出
、
尺
ヨ
リ
以
上
廻
り
候
木
伐
取

候
ハ
、
、
罪
軽
重
一
一
よ
り
過
失
可
申
付
事
、

一
紗
山
内
寸
木
た
り
共
伐
荒
し
候
者
及
見
聞
候
ハ
、
、
其
段
早
速
両

目
代
江
可
致
注
進
、
等
閑
ニ
見
逃
し
候
ハ
、
可
為
同
罪
事
、



当
山
江
可
相
納
事
、

後
ハ
小
田
原
ヨ
リ
宗
旨
改
之
節
寺
領
壱
人
別
二
相
認
メ
、
代
官
よ
り

惣
百
性

（
以
下
請
書
部
分
省
略
）

全
一
五
カ
条
の
う
ち
八
カ
条
が
山
林
の
管
理
・
監
察
に
関
す
る
条
項

で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
以
外
の
条
項
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
七
条
目
大
門
掃

除
（
前
述
）
、
一
○
～
一
四
条
目
寺
領
取
締
り
、
一
五
条
目
普
請
役
と
な

る
。
寺
領
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
御
山
に
対
す
る
礼
儀
・
作

法
、
寺
領
の
人
別
改
め
と
他
所
者
宿
泊
の
規
制
、
病
死
人
の
届
、
困
窮

人
に
対
す
る
相
互
扶
助
、
質
素
倹
約
と
博
変
・
賭
の
諸
勝
負
の
禁
止
と

い
っ
た
条
項
が
並
ん
で
い
る
。
次
に
普
請
役
に
関
す
る
条
項
で
は
、
普

請
中
は
難
渋
で
あ
っ
て
も
「
御
開
山
之
報
恩
を
思
ひ
」
御
役
を
大
切
に

勤
め
る
よ
う
に
と
し
、
「
附
り
」
で
「
毎
日
御
役
相
勤
候
者
」
の
上
山
時

間
の
厳
守
を
申
し
渡
し
て
い
る
。
〈
史
料
２
〉
「
代
官
職
徒
」
の
一
○
条

目
に
も
示
さ
れ
た
通
り
、
御
山
の
普
請
役
が
寺
領
百
姓
に
と
っ
て
重
要

な
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
山
林
の
管
理
・
監
察
に
関
し
て
は
、
一
条
目
の
巡
山
の
徹
底

と
二
条
目
の
伐
木
の
禁
止
に
関
す
る
条
項
が
こ
れ
を
集
約
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
と
く
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
寺
領
の
惣
百
姓
は
「
御

開
山
之
着
庸
」
で
あ
る
の
で
「
御
使
」
と
し
て
巡
山
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
、
山
内
の
竹
木
は
「
御
開
山
之
骨
肉
同
様
」
で
あ
る

の
で
伐
採
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
「
御
開
山
」
の
御
威

大

松
寺
画

寺
領

１４

附
り
、
寺
領
之
内
他
領
よ
り
風
来
之
居
候
、
堅
令
停
止
、
た
と

へ
親
類
之
者
た
り
共
、
一
夜
・
一
一
夜
は
格
別
、
其
余
止
宿
一
一
及

候
ハ
、
、
典
座
寮
迄
其
段
可
相
届
事
、

一
寺
領
之
者
病
死
之
節
ハ
、
早
速
代
官
江
致
沙
汰
、
代
官
立
合
死
人

之
体
見
届
、
其
段
典
座
寮
迄
即
日
可
届
出
事
、

一
寺
領
之
内
難
立
行
程
之
困
窮
人
有
之
節
は
、
代
官
ハ
勿
論
、
寺
領

一
同
致
心
添
を
、
渡
世
二
取
続
候
様
二
親
切
二
可
致
世
話
事
、

一
従
御
公
儀
世
上
一
統
可
致
省
略
之
旨
、
厳
重
二
被
仰
出
之
間
、

寺
領
男
女
共
絹
類
一
切
着
用
い
た
す
間
敷
、
殊
更
御
山
格
別
之
為

時
節
之
間
、
寺
領
一
統
諸
事
致
倹
約
可
相
慎
事
、

附
り
、
博
変
ハ
勿
論
、
懸
之
諸
勝
負
等
か
た
く
無
用
之
事
、

一
御
普
請
中
ハ
格
別
御
用
向
茂
有
之
、
難
渋
た
り
と
も
御
開
山
之
報

（
向
）

恩
を
思
ひ
、
一
同
抽
丹
誠
御
役
口
大
切
二
可
相
勤
事
、

附
り
、
毎
日
御
役
相
勤
候
者
早
朝
上
山
可
致
、
五
シ
時
相
過
候

ハ
、
、
其
日
之
役
二
取
用
不
申
候
、
尤
上
山
・
下
山
共
一
一
典
座

寮
江
可
相
届
事
、

右
之
条
々
堅
可
相
守
旨
従
御
役
剃
被
仰
出
間
、
一
同
可
得
其

意
、
若
相
背
者
松
有
之
ハ
、
急
度
越
度
可
申
付
者
也
、

御
目
代

天
保
十
三
壬
寅
年
天
王
院
回



領
の
社
会
状
況
の
変
化
や
矛
盾
点
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
背
景
こ
そ
が
問
題
と
な
ろ
う
。
今
そ
の
全
体
像
を
検
討
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
最
乗
寺
の
山
林
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

御
山
の
山
林
資
源
は
、
前
述
の
ご
と
く
最
乗
寺
に
と
っ
て
重
要
な
「
寺

産
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
普
請
の
用
木
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
を
払
い
木
と
し
て
売
り
払
う
こ
と
に
よ
り
、
普
請
入
用
を
は

じ
め
と
す
る
種
々
の
入
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
後
年
の
事
例
で
は
あ

る
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一
一
月
に
は
小
田
原
欄
干
橋
の
竹
本

屋
幸
右
衛
門
に
立
木
一
一
一
三
本
を
金
四
一
一
一
○
両
で
、
ま
た
同
じ
く
小
田

原
宮
前
町
の
米
屋
三
右
衛
門
と
小
清
水
屋
伊
兵
衛
に
は
立
木
一
○
七
本

（
釦
）

を
金
一
五
○
両
で
売
り
渡
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
山
林
資
源
の
商
品
と

し
て
の
価
値
が
高
ま
る
に
従
っ
て
、
様
々
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
て

く
る
が
、
そ
の
一
端
と
し
て
伐
採
・
普
請
に
対
す
る
地
付
き
の
職
人
（
地

職
）
と
旅
職
人
・
他
所
職
人
と
の
争
論
が
あ
っ
た
。

他
所
職
人
の
雇
い
入
れ
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
寺
社
奉
行
所
の
禁

（
弧
）

制
と
関
わ
っ
て
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
と
く
に
大
工
）
、
地
職

と
の
関
係
で
問
題
が
よ
り
顕
著
に
表
わ
れ
る
の
は
文
政
九
年
（
一
八
二

（
犯
）

六
）
の
争
論
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月
に
最
乗
寺
は
、
山
門
建
立
手
当

と
し
て
山
内
の
払
い
木
を
甲
州
教
来
石
の
天
満
屋
六
郎
兵
衛
に
売
り
渡

し
た
。
天
満
屋
で
は
手
代
の
喜
惣
治
が
伐
り
出
し
を
取
り
仕
切
っ
て
い

た
が
、
旅
職
の
木
挽
の
み
を
雇
い
入
れ
た
た
め
、
地
職
の
木
挽
職
小
頭

１５

光
を
背
景
に
山
林
の
重
要
さ
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
最
乗
寺
と
寺
領
百
姓

と
の
人
的
繋
が
り
の
濃
さ
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い

て
以
下
伐
採
規
定
と
違
反
者
の
罰
則
規
定
、
「
伐
荒
し
候
者
」
の
注
進
、

新
畑
開
発
の
禁
止
、
寺
領
百
姓
の
盗
木
の
禁
止
、
落
ち
葉
拾
い
の
際
に

火
を
焚
く
こ
と
の
禁
止
、
他
領
の
者
の
監
視
と
い
っ
た
規
制
条
目
が
続

く
Ｏ

前
述
し
た
「
御
山
諸
用
万
控
牒
」
と
合
わ
せ
て
寺
領
百
姓
の
役
、
御

山
御
用
に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
、
寺
領
百
姓
は
巡
山
を
中
心
と
す
る
山

林
の
管
理
・
監
察
を
第
一
の
役
と
し
、
大
門
通
り
の
掃
除
や
道
掃
除
の

役
、
御
山
の
普
請
役
を
定
役
と
し
て
勤
め
、
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
薪

伐
り
や
使
い
人
足
を
勤
め
る
。
御
山
の
年
中
行
事
に
際
し
て
は
、
礼
賀

と
し
て
進
上
物
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
中
心
に
、
こ
の
他
に
「
無
役
」
と

し
て
の
人
足
役
を
勤
め
る
。
こ
れ
に
対
し
御
山
か
ら
は
祝
儀
と
し
て
、

あ
る
い
は
勤
め
に
対
す
る
給
付
と
し
て
米
金
が
下
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
御
達
書
」
は
、
「
若
相
背
者
船
有
之
ハ
、
急
度
越

度
可
申
付
者
也
」
と
い
っ
た
文
言
が
示
す
通
り
、
寺
領
百
姓
に
対
す
る

統
制
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
っ
た
意
図
が
強
く
み
ら
れ
る
。
最
乗
寺
関
係

の
史
料
の
中
に
は
「
山
法
」
と
い
う
文
言
を
散
見
す
る
が
、
そ
う
し
て

み
れ
ば
こ
の
「
御
達
書
」
は
、
寺
領
百
姓
に
対
す
る
「
山
法
」
の
集
大

（
羽
）

成
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に
こ
の
時
期
に

こ
う
し
た
達
書
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
当
時
の
最
乗
寺



（
弱
）

払
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
保
一
一
二
年
一
一
一
月
寺
領

百
姓
岩
五
郎
は
、
数
年
来
御
山
の
お
慈
愛
を
被
り
、
「
山
法
」
を
承
知
し

な
が
ら
、
み
だ
り
に
薪
等
を
盗
み
取
り
、
願
い
も
な
く
家
作
を
売
り
払

（
苑
）

っ
て
新
宅
を
建
て
た
と
－
し
て
過
料
金
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、

代
官
善
兵
衛
も
「
重
き
御
役
目
被
仰
付
、
御
山
法
之
義
兼
而
承
知
乍

罷
在
」
と
し
て
省
め
を
被
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
の
背
景
と
し
て
、
近
世
中
後
期
の
商
品
経
済
の
展
開

が
、
商
品
と
し
て
の
山
林
資
源
の
価
値
を
次
第
に
高
め
て
い
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
と
く
に
天
保
期
以

降
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
堂
社
再
建
で
出
費
が
嵩
み
、

（
”
）

払
い
木
や
借
金
で
急
場
を
凌
ぐ
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ

が
増
長
さ
れ
た
点
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
山
林
資

源
の
商
品
化
は
、
地
職
と
他
所
職
人
と
の
争
論
を
引
き
起
こ
す
と
と
も

に
、
山
林
取
締
り
の
責
任
者
で
あ
る
代
官
自
身
が
山
木
の
勝
手
売
り
を

行
う
と
い
っ
た
よ
う
な
事
態
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
一
方
で
は
寺
領
百
姓
に
よ
る
盗
伐
な
ど
が
横
行
し
、
代
官
は
こ
の
面

で
の
管
理
不
行
届
の
責
を
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
乗
寺
に
と

っ
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
事
態
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
山
法
」
の
乱
れ

と
し
て
認
識
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
旧
来
か
ら
維
持
さ
れ

て
き
た
「
御
山
の
秩
序
」
が
大
き
く
動
揺
し
て
い
る
事
態
が
指
摘
で
き

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
天
保
一
三
年
の
「
御
達
書
」
の
ひ
と
つ
の
大
き

な
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
こ
う
し
た
様
々
な

１６

安
右
衛
門
が
怒
り
、
組
下
九
三
名
と
申
し
合
わ
せ
て
山
内
へ
踏
み
込
み

出
入
と
な
っ
た
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
翌
年
二
月
に
は
内
済
が
交
わ

さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
三
月
に
喜
惣
治
か
ら
出
さ
れ
た
木
挽
一
雇
い

入
れ
に
関
す
る
願
書
で
あ
る
。
喜
惣
治
は
こ
の
時
「
寺
領
木
挽
岩
五
郎
」

弟
子
の
弥
平
以
下
二
五
名
を
雇
い
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
岩
五
郎
は

寺
領
百
姓
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
地
職
木
挽
に
は
寺
領
百
姓
で
寺
領
木

挽
の
岩
五
郎
を
棟
梁
と
し
た
組
織
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
先
の

小
頭
安
右
衛
門
の
組
織
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
寺
領
百
姓

を
も
巻
き
込
み
つ
つ
、
地
職
と
旅
職
・
他
所
職
人
と
の
争
論
が
展
開
し

て
い
た
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
の
道
了
宮
本
社
と
拝
殿
の
普
請
に
お
け
る
旅
職
一
雇
い
入
れ
一
件
で

（
調
）

は
、
「
寺
領
大
工
鈴
木
兵
吾
」
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

寺
領
の
木
挽
や
大
工
と
い
っ
た
側
面
で
も
寺
領
百
姓
は
最
乗
寺
の
山
林

経
営
と
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
山
林
に
関
す
る
利
害
に
も
敏
感

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
周
辺

村
落
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
一
方
で
盗
伐
の
横
行
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
。

天
保
一
一
一
年
（
一
八
一
一
三
）
閏
一
一
月
寺
領
百
姓
久
米
八
は
、
枯
樫
一
本

を
隠
伐
し
た
と
し
て
最
乗
寺
か
ら
詰
問
を
受
け
、
詫
書
を
提
出
し
て
い

（
弧
）

る
。
ま
た
盗
伐
で
は
な
い
が
、
天
保
八
年
（
一
八
一
二
七
）
に
は
代
官
善

三
郎
も
物
置
小
屋
家
作
の
た
め
と
称
し
て
、
後
見
両
寺
に
断
り
も
な
く
、

江
戸
出
役
の
僧
に
柏
木
等
二
四
本
を
貰
い
受
け
、
こ
れ
を
残
ら
ず
売
り



矛
盾
が
様
々
な
形
で
顕
在
化
す
る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

結
び
に
か
え
て
ｌ
明
治
の
寺
領
上
知
と
寺
領
代
官
Ｉ

（
羽
）

す
る
旨
の
大
政
官
符
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
危
機
を
感
卜
し
た
最
乗
寺

で
は
、
早
速
二
月
一
○
日
に
後
見
の
天
王
院
か
ら
小
田
原
藩
民
政
庁
宛

（
㈹
）

に
嘆
願
書
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
乗
寺
は
「
輪
番
寺
」
で

あ
り
、
山
林
が
な
け
れ
ば
諸
伽
藍
の
修
復
や
日
々
の
薪
材
等
に
差
支
え

る
の
で
、
山
年
貢
を
差
し
出
す
こ
と
を
条
件
に
「
是
迄
之
通
り
所
持
被

仕
様
」
に
と
願
い
出
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
五
年
八
月
七
日
に
は
、
も
う

（
虹
）

一
つ
の
後
見
大
松
寺
か
ら
足
柄
県
庁
宛
に
嘆
願
書
が
出
さ
れ
た
。
一
元
来

最
乗
寺
は
「
無
禄
無
檀
ノ
輪
番
寺
」
で
あ
る
が
、
こ
の
時
勢
で
輪
番
を

勤
め
兼
ね
る
よ
う
な
寺
院
も
あ
り
、
最
乗
寺
と
し
て
も
こ
れ
を
見
捨
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
上
知
の
場
所
を
開
拓
す
れ
ば
輪
番
の
助

成
に
も
な
る
か
ら
と
、
こ
こ
で
は
輪
番
寺
院
へ
の
扶
助
を
掲
げ
て
「
立

木
共
一
般
右
最
乗
寺
御
下
渡
被
為
成
候
様
」
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
幾
度
と
な
く
嘆
願
が
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

う
し
た
な
か
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
二
○
日
に
は
教
部
省
布
達

（
蛇
）

を
も
っ
て
、
諸
｛
示
寺
院
中
輪
番
住
職
の
廃
止
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
輪
住

寺
院
で
あ
る
こ
と
を
訴
願
の
大
き
な
柱
と
し
て
き
た
最
乗
寺
に
と
っ
て

は
、
訴
願
の
論
拠
を
失
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
反

面
で
は
、
山
林
資
源
を
経
営
の
柱
と
し
て
き
た
最
乗
寺
に
と
っ
て
、
上

知
そ
の
も
の
が
輪
住
制
の
維
持
を
困
難
に
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
同
年
五
月
に
最
乗
寺
世
話
人
の
鈴
木
善
兵
衛
や
関
本
村
戸
長
の
呉

地
甚
四
郎
ら
か
ら
本
山
の
役
者
中
に
宛
て
た
願
書
に
よ
れ
ば
、
「
今
般
同

寺
境
内
上
知
官
林
二
相
成
、
殊
二
無
禄
少
檀
一
一
而
是
迄
本
庵
・
両
院
貢
金

１７

最
乗
寺
と
寺
領
百
姓
と
は
、
①
最
乗
寺
（
御
山
）
の
行
事
に
奉
仕
す

る
と
い
う
儀
礼
的
な
関
係
、
②
最
乗
寺
の
経
営
に
関
わ
る
現
実
的
な
関

係
、
③
寺
領
百
姓
の
経
営
の
零
細
性
に
よ
る
最
乗
寺
へ
の
依
存
、
と
い

っ
た
よ
う
な
種
々
の
関
係
が
あ
い
ま
っ
て
、
相
互
依
存
的
な
堅
固
な
繋

が
り
を
形
作
っ
て
い
た
。
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
両
者
を
繋
ぐ
の
が
「
代

官
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
繋
が
り
の
中
心
に
「
山
林
」
が
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
し
た
ご
と
く
近
世
の
後
期
に
は
そ
う
し
た

関
係
に
も
動
揺
が
み
ら
れ
る
が
、
総
体
と
し
て
は
近
世
を
通
じ
て
維
持

さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
関
係
（
そ
れ

は
一
面
で
は
支
配
ｌ
被
支
配
の
関
係
で
も
あ
る
）
は
近
世
社
会
の
中
で

は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
そ
う
し
た
存
在
は
村
社
会
や
地

域
社
会
の
中
で
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
次

に
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
も
あ
る
の
で
、

ま
た
別
の
機
会
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
そ
う
し
た
関

係
に
終
罵
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
、
明
治
初
年
の
社
寺
政
策
、
と

く
に
社
寺
領
上
知
令
後
の
最
乗
寺
と
代
官
鈴
木
善
兵
衛
家
の
動
向
を
追

（
犯
）

う
こ
と
で
結
び
に
か
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
近
世

の
あ
り
方
を
浮
彫
り
に
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
四
年
（
一
八
七
二
正
月
五
日
境
内
地
以
外
の
社
寺
領
を
上
知



九
月
に
地
券
掛
り
か
ら
「
元
寺
領
百
姓
銘
々
持
分
官
林
二
無
之
処
畑
田

（
妃
）

同
様
場
所
払
下
ケ
可
願
」
旨
が
申
し
渡
さ
れ
、
翌
一
○
月
に
は
入
札
が

（
⑲
）

行
わ
れ
て
い
る
。
寺
領
百
姓
所
持
地
の
払
下
げ
に
つ
い
て
は
比
較
的
容

易
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
元
寺
領
百
姓
の
中
で
特

徴
的
な
行
動
を
と
る
の
が
元
代
官
の
鈴
木
善
兵
衛
で
あ
る
。
代
官
と
い

う
立
場
上
寺
院
に
対
す
る
密
着
度
が
強
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
善
兵

衛
の
行
動
は
明
治
初
年
の
社
寺
政
策
に
お
け
る
寺
領
の
中
間
層
の
性
格

変
化
を
み
る
う
え
で
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

明
治
四
年
の
上
知
令
に
は
「
元
有
禄
之
社
寺
ニ
テ
是
迄
召
仕
候
譜
代

ノ
家
来
共
」
を
取
調
べ
て
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
達
書
が
別
紙
で
添

（
卵
）

、
え
ら
れ
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
鈴
木
家
の
由
緒
書
は
こ
れ
に
応
じ
た

も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
こ
で
い
う
「
譜
代
ノ
家
来
」
と
は
鈴
木
家
の

よ
う
な
立
場
の
者
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
同
年
一
○
月
二
九
日
に
は
、

こ
う
し
た
「
譜
代
ノ
家
来
」
を
「
農
商
ノ
内
本
人
ノ
望
ミ
ー
一
任
セ
早
々

（
副
）

民
籍
へ
帰
入
」
す
る
よ
う
に
と
の
布
達
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
大
松
寺
か
ら
民
政
役
所
に
出
さ
れ
た
二
月
付
の
二
つ
の
願
書
が

（
魂
）

興
味
深
い
。
は
じ
め
の
願
書
で
は
「
当
人
・
心
得
方
相
尋
候
処
、
家
禄
等

も
無
御
座
候
一
一
付
、
是
迄
通
譜
代
家
来
被
仰
付
度
」
と
答
え
て
い
る

が
、
こ
の
願
い
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
対
し
て
は
「
尤
之
儀
一
一
候
得
共
、
一
般
一
一
家

（
帰
）

来
卜
申
事
無
之
間
、
左
ニ
ロ
ロ
改
候
事
、
依
而
関
本
返
入
」
と
さ
れ
た

た
め
、
次
の
願
書
で
は
先
の
部
分
が
「
当
人
心
得
方
相
尋
候
処
、
関
本

１８

も
無
之
、
肌
講
中
参
詣
の
余
潤
二
而
ハ
会
計
相
立
兼
、
就
而
ハ
人
望
之
者

（
精
）

永
住
丹
情
不
仕
候
而
者
、
村
方
差
支
ハ
勿
論
、
講
中
之
懇
和
ヲ
失
ひ
自
然

諸
般
共
等
閑
二
而
寺
為
筋
二
不
相
成
」
と
し
て
現
住
の
竜
隠
寺
住
職
西
村

（
蝿
）

太
堂
の
「
、
永
住
」
を
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
輪
住
制
は
、
翌

八
年
三
月
一
一
六
日
に
独
住
第
一
世
の
畔
上
（
大
岡
）
楳
仙
が
入
寺
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
終
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
畔
上

楳
仙
と
独
住
第
二
世
の
原
坦
山
の
二
代
に
わ
た
っ
て
、
さ
ら
に
山
林
（
官

林
）
下
げ
渡
し
の
訴
願
が
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
は

「
無
檀
」
で
あ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
か
、
冨
田
院
檀
家
で
あ
っ
た
寺

（
“
）

領
百
姓
を
最
乗
寺
檀
家
と
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）
六
月
二
九
日
の
願
書
に
対
す
る
返
答
（
神
奈
川

県
令
野
村
靖
）
で
は
、
「
書
面
該
山
林
者
後
来
用
材
ノ
為
メ
保
存
ノ
見
込

二
付
願
ノ
趣
難
聞
届
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
五

月
二
○
日
に
は
再
願
が
却
下
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
道
は
困
難
を
極
め
た

（
妬
）

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
一
一
）
六
月
五

日
に
は
よ
う
や
く
神
奈
川
県
令
沖
守
固
か
ら
「
勧
第
弐
百
七
拾
五
号
」

を
も
っ
て
、
字
大
雄
山
ほ
か
六
字
に
て
杉
一
万
八
一
八
六
本
の
無
代
価

下
げ
渡
し
と
、
こ
の
地
所
六
町
一
反
一
一
畝
一
五
歩
の
三
○
カ
年
間
無
借

（
妬
）

地
料
貸
下
し
を
請
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
一
ヱ
ハ
年
（
一
八

九
三
）
に
は
面
積
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
字
浦
山
ほ
か
一
七
字
の
御

（
卿
）

料
林
を
御
料
局
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
寺
領
百
姓
の
所
持
地
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）



間
の
無
借
地
料
貸
下
し
が
決
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
原
坦
山
か
ら
「
貴

家
事
先
代
ョ
リ
当
寺
一
一
船
テ
由
緒
厚
一
一
付
、
右
地
所
山
林
取
締
」
を
委

（
弱
）

託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
一
方
で
善
兵
衛
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
に
は
、
上

知
後
管
理
が
行
届
か
な
く
な
っ
た
た
め
「
自
今
諸
方
ヨ
リ
薪
木
取
井
一
一
下

草
苅
等
入
込
、
追
々
狼
之
姿
ニ
モ
成
行
」
よ
う
な
有
様
で
あ
る
と
し
て
、

（
髄
）

上
知
官
林
の
「
御
官
林
守
」
と
な
る
こ
と
を
足
柄
県
へ
願
い
出
て
い
る
。

払
下
げ
の
運
動
を
展
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
行
政
に
対
し

て
も
積
極
的
に
働
き
か
け
、
実
務
上
の
権
限
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
月
一
○
日
付
で
、
官

林
規
則
が
確
定
す
る
ま
で
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら
、
大
松
寺
住
職
の

橘
得
順
と
と
も
に
「
最
乗
寺
上
知
官
林
守
護
之
儀
」
を
申
し
渡
さ
れ
て

い
る
が
、
公
的
な
、
し
か
も
実
務
レ
ベ
ル
で
の
職
務
に
つ
く
こ
と
が
、

善
兵
衛
の
官
林
に
対
す
る
権
限
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
ち
な
み
に
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
の
「
足
柄
上
下

（
師
）

郡
官
林
保
護
規
約
」
で
は
、
善
兵
衛
は
「
足
柄
上
郡
官
林
監
視
人
」
と

し
て
、
ま
た
明
治
二
○
年
代
に
な
る
と
「
御
料
林
看
守
人
」
と
し
て
立

ち
表
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
世
か
ら
続
く
落
ち
葉
・
落
ち

枝
拾
い
と
い
っ
た
慣
行
に
つ
い
て
も
、
善
兵
衛
は
看
守
人
と
し
て
鑑
札

を
渡
し
、
こ
れ
を
差
配
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

明
治
初
年
の
社
寺
政
策
は
、
近
世
期
に
形
成
さ
れ
た
最
乗
寺
と
寺
領

百
姓
と
の
人
的
繋
が
り
を
断
ち
切
っ
て
い
っ
た
が
、
元
代
官
鈴
木
家
に

1９

村
百
姓
江
帰
入
仕
度
旨
願
出
候
間
」
と
書
き
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
最
乗
寺
と
の
繋
が
り
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
善
兵
衛
の
心
意
が

読
み
取
れ
る
が
、
明
治
の
新
政
権
下
で
は
そ
れ
は
叶
う
べ
き
も
な
か
っ

た
。

し
か
し
な
が
ら
善
兵
衛
は
、
公
的
に
は
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
内
々

に
は
さ
ら
に
旧
来
の
関
係
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
行
動
し
た
よ
う
で
あ

る
。
最
乗
寺
か
ら
善
兵
衛
に
宛
て
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
六
月
付

（
儀
）
（
儀
）

の
申
渡
し
で
は
、
「
其
許
義
応
時
勢
無
余
岐
当
村
百
姓
二
帰
入
致
候
上
者
、

是
迄
之
職
務
之
義
者
免
」
す
こ
と
と
す
る
が
、
「
縦
上
百
姓
二
帰
入
致
シ

候
共
、
向
後
従
前
之
通
り
御
山
用
諸
般
被
仰
付
度
」
と
い
う
願
い

の
筋
は
「
神
妙
之
致
り
」
で
あ
る
。
そ
の
旨
「
関
三
ヶ
寺
」
へ
伺
い
を

立
て
た
と
こ
ろ
、
「
関
三
ケ
寺
」
も
奇
特
に
思
し
召
さ
れ
、
「
当
分
之
間

都
而
山
内
為
筋
二
相
成
候
様
為
相
勤
」
る
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
の

（
認
）

で
、
そ
の
よ
う
に
、
心
得
る
よ
う
に
と
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
善

兵
衛
は
、
上
知
さ
れ
た
寺
領
の
払
下
げ
や
元
寺
領
百
姓
の
所
持
地
の
払

下
げ
、
さ
ら
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
独
住
制
へ
の
移
行
に
も
関
わ
る
な

ど
、
様
々
な
方
面
で
主
体
的
な
活
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
働
き
に
よ
っ
て
明
治
一
三
年
（
一
八
八
○
）
五
月
一
九
日
に
は
、
畔

上
楳
仙
か
ら
「
維
新
独
住
ノ
際
、
山
林
降
願
ノ
ー
事
東
西
奔
走
不
紗
…

（
中
略
）
…
将
来
不
弛
百
事
較
掌
シ
、
山
門
一
一
奉
重
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」

（
別
）

と
し
て
、
羽
織
・
袴
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
一
一
）
一
○
月
一
一
八
日
に
は
、
上
知
反
別
の
内
六
町
余
の
三
○
カ
年



人
と
の
争
論
を
検
討
し
た
、
酒
井
耕
三
氏
の
研
究
（
「
幕
末
期
に
お

け
る
流
鏑
馬
祭
礼
と
村
ｌ
甲
斐
国
都
留
郡
下
吉
田
村
を
事
例
と
し

て
ｌ
」
『
富
士
吉
田
市
史
研
究
』
第
四
号
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

（
３
）
最
乗
寺
に
つ
い
て
は
『
禅
宗
地
方
史
調
査
会
年
報
』
第
三
号
、

お
よ
び
『
大
雄
山
誌
』
（
最
乗
寺
発
行
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
圭
室
締
成
監
修
『
日
本
仏
教
史
Ⅲ
』
（
法
蔵
館
）

（
５
）
塚
原
天
王
院
、
お
よ
び
竹
松
大
松
寺
蔵
寛
文
元
年
一
○

月
一
五
日
「
定
」

（
６
）
大
雄
町
最
乗
寺
蔵
万
延
元
年
一
二
月
「
以
書
付
奉
願
上
候
」

（
７
）
大
雄
町
鈴
木
英
雄
氏
蔵
（
明
治
四
年
～
）
「
目
的
地
之
上
地

関
係
ヲ
証
ス
ル
書
類
又
ハ
之
ヲ
推
知
シ
得
ヘ
キ
文
書
」

（
８
）
時
期
的
に
み
れ
ば
、
化
政
期
以
前
に
は
「
門
前
百
姓
」
や
「
浦

山
百
姓
」
「
裏
山
百
姓
」
と
称
し
て
い
る
の
に
対
し
、
化
政
期
以
降

に
な
る
と
「
寺
領
百
姓
」
と
い
う
一
肩
書
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
う
し
た
変
化
に
も
何
ら
か
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
９
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
明
治
四
年
九
月
「
系
図
」

（
皿
）
同
氏
蔵
寛
永
一
三
年
七
月
「
定
」
『
神
奈
川
県
史
』
資
料

編
４
近
世
⑪
九
三
五
頁

（
Ⅱ
）
最
乗
寺
蔵
宝
永
三
年
七
月
一
一
五
日
「
（
端
裏
書
）
当
山
輪
住
碇

一
通
並
山
守
申
渡
一
通
」

（
皿
）
大
松
寺
蔵
宝
永
八
年
三
月
一
一
一
一
一
日
「
覚
」

2０

と
っ
て
は
、
そ
の
上
で
新
た
な
繋
が
り
を
模
索
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

【
註
】

（
１
）
丹
羽
邦
男
「
明
治
政
府
の
社
寺
処
分
」
神
奈
川
大
学
日
本
常
民

文
化
研
究
所
論
集
『
歴
史
と
民
俗
』
三
号

な
お
、
明
治
五
年
段
階
の
神
社
数
は
一
一
一
万
八
一
一
一
三
で
あ
り
、

う
ち
社
領
を
持
つ
も
の
は
一
万
四
一
三
一
（
一
一
・
○
％
、
官
国

幣
社
を
含
む
）
を
数
え
る
と
い
う
。

（
２
）
近
年
の
研
究
で
は
、
組
合
村
研
究
の
視
点
か
ら
寛
永
寺
領
を
と

り
あ
げ
、
寺
領
の
組
合
と
鷹
場
組
合
や
寄
場
組
合
な
ど
と
の
重
層

的
な
関
係
を
検
討
し
た
、
増
田
節
子
氏
の
研
究
（
「
幕
末
維
新
期
の

東
叡
山
組
合
ｌ
寄
場
組
合
・
鷹
場
組
合
と
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ
」

東
京
大
学
近
世
史
研
究
会
『
論
集
き
ん
せ
い
』
第
六
号
）
や
、
増

上
寺
領
農
民
の
由
緒
に
委
ね
た
意
識
の
あ
り
方
と
諸
役
免
除
闘
争

を
通
し
て
、
前
近
代
に
お
け
る
領
主
ｌ
農
民
間
の
関
係
意
識
と
、

民
衆
運
動
の
関
連
を
追
及
し
た
、
井
上
攻
氏
の
研
究
（
「
増
上
寺
領

村
々
の
由
緒
と
諸
役
免
除
闘
争
」
『
日
本
史
研
究
』
第
一
一
三
四
号
）

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
寺
領
だ
け
で
な
く
社
領
に
つ
い
て

も
、
春
日
神
社
を
題
材
に
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
神
社
と
神
人
と

の
関
係
の
変
化
や
、
神
人
の
性
格
変
化
な
ど
に
つ
い
て
の
村
岡
幹

生
氏
の
研
究
（
「
近
世
初
頭
の
春
日
社
神
人
」
『
日
本
史
研
究
』
第

三
一
七
号
）
や
、
流
鏑
馬
祭
礼
を
め
ぐ
る
「
神
領
百
姓
」
と
村
役



な
っ
て
お
り
、
明
治
四
年
の
数
値
と
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
路
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
宝
永
五
年
正
月
一
七
日
「
乍
恐
以
書
付
御
訴

詔
申
上
候
事
」
お
よ
び
天
明
四
年
「
乍
恐
以
書
付
御
願
申
上
候
事
」

（
別
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
宝
永
五
年
正
月
一
七
日
「
乍
恐
以
書
付
御
訴

詔
申
上
候
事
」

（
妬
）
最
乗
寺
蔵
慶
応
四
年
五
月
「
乍
恐
以
書
付
奉
御
歎
願
候
事
」

（
恥
）
註
（
、
）
史
料
、
お
よ
び
延
享
二
年
七
月
「
指
上
申
一
札
之
事
」

（
鈴
木
英
雄
氏
蔵
）

（
訂
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
文
政
七
年
正
月
「
御
山
諸
用
万
控
牒
」

こ
の
史
料
は
、
本
来
的
に
は
代
官
の
御
山
御
用
に
つ
い
て
書
き

と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
主
に
寺
領
百
姓
と
の

関
係
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
羽
）
最
乗
寺
蔵
天
保
一
三
年
「
御
達
書
」
『
神
奈
川
県
史
』
資

料
編
８
近
世
⑤
下
九
九
一
一
～
九
九
四
頁

（
羽
）
史
料
中
で
一
般
に
「
山
法
」
と
い
っ
た
場
合
、
最
乗
寺
の
宗
教

的
側
面
に
関
わ
る
諸
規
則
か
ら
、
雄
峰
鎮
金
の
取
扱
い
に
関
す
る

規
則
や
山
林
保
護
規
約
、
さ
ら
に
は
日
常
生
活
に
関
わ
る
側
面
ま

で
、
す
な
わ
ち
最
乗
寺
の
宗
教
・
経
営
・
生
活
な
ど
の
全
般
に
わ

た
る
統
制
を
示
す
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
総
体
と
し
て
は
そ

う
し
た
「
山
法
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
と
り
あ
え
ず
寺
領
百
姓

に
関
わ
る
も
の
に
限
定
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

（
釦
）
最
乗
寺
蔵
安
政
一
一
年
一
一
月
二
○
日
「
立
木
売
渡
一
札
之

2１

（
咽
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
享
保
二
年
七
月
二
○
日
「
差
上
申
証
文
之
事
」

（
Ｍ
）
最
乗
寺
蔵
宝
暦
四
年
一
二
月
「
（
仮
題
）
摂
取
庵
一
件
に
付
申

渡
並
に
代
官
徒
」

（
巧
）
同
寺
蔵
「
慶
応
緊
必
諸
用
留
前
後
綴
込
」
よ
り

（
肥
）
開
成
町
宮
ノ
台
草
柳
才
助
氏
蔵
嘉
永
五
年
三
月
「
落
葉
拾

之
村
々
箇
条
申
渡
ス
」

（
Ⅳ
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
慶
応
二
年
三
月
一
○
日
「
廻
達
」

（
肥
）
最
乗
寺
の
寺
領
百
姓
に
つ
い
て
は
、
関
口
康
弘
氏
に
よ
っ
て
『
市

史
研
究
あ
し
が
ら
』
創
刊
号
に
「
最
乗
寺
門
前
百
姓
の
動
向
」

と
題
す
る
史
料
紹
介
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
四
）
飯
沢
梶
泰
雄
氏
蔵
元
文
六
年
「
差
上
ケ
申
証
文
之
事
」

（
別
）
宝
永
五
年
正
月
一
七
日
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
申
上
候
事
」
、
享

保
一
七
年
一
一
一
月
一
三
日
「
御
拝
借
申
金
子
之
事
」
、
宝
暦
六
年
六

月
「
相
模
国
足
柄
上
郡
最
乗
寺
門
前
宗
門
御
［
改
帳
］
」
、
天
明
四

年
七
月
「
乍
恐
以
書
付
御
願
申
上
候
」
、
天
保
一
三
年
「
御
達
書
」
、

壬
未
（
明
治
四
年
）
二
月
二
七
日
「
記
」
（
す
べ
て
鈴
木
英
雄
氏

蔵
）
。
な
お
、
こ
の
軒
数
は
す
べ
て
代
官
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

（
虹
）
梶
泰
雄
氏
蔵
寛
文
一
一
一
年
七
月
「
（
仮
題
）
飯
沢
村
鑑
」

（
躯
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
壬
未
（
明
治
四
年
）
一
一
月
二
七
日
「
記
」

な
お
、
明
治
六
年
の
「
最
乗
寺
上
知
官
林
之
内
田
畑
屋
敷
雑
木

芝
地
御
払
下
願
」
（
同
氏
蔵
）
で
は
、
反
別
一
二
町
四
反
九
畝
五
歩

で
、
田
反
別
九
反
四
畝
一
一
歩
、
畑
反
別
三
町
一
反
三
畝
歩
等
と



（
“
）
関
本
自
治
会
蔵
明
治
六
年
一
○
月
～
「
（
仮
題
）
最
乗
寺
関
係

書
類
綴
」

（
“
）
最
乗
寺
は
檀
家
を
持
た
な
い
寺
院
で
あ
り
、
寺
領
百
姓
は
す
べ

て
猿
山
村
の
臨
済
宗
猿
喉
山
冨
田
院
の
檀
家
で
あ
っ
た
。

（
〃
）
梶
泰
雄
氏
蔵
明
治
一
一
六
年
二
月
一
一
一
日
「
（
仮
題
）
落
葉
落
枝

拾
い
規
則
」

（
銘
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
明
治
六
年
「
元
門
前
田
畑
払
下
願
一
件
」

（
組
）
関
本
自
治
会
蔵
明
治
六
年
一
○
月
「
最
乗
寺
上
知
入
札
示
談

願
」

（
別
）
『
法
令
全
書
』
第
四
巻
六
頁

（
別
）
『
同
右
書
』
三
七
七
頁

（
塊
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
明
治
四
年
二
月
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

事
」

（
閃
）
同
氏
蔵
壬
申
（
明
治
五
年
）
六
月
「
（
仮
題
）
元
代
官
鈴
木
善

兵
衛
へ
山
内
用
に
付
申
渡
し
」

（
別
）
同
氏
蔵
明
治
一
三
年
五
月
一
九
日
「
（
仮
題
）
従
前
の
功
賞
に

付
羽
織
・
袴
下
賜
状
」

（
弱
）
同
氏
蔵
明
治
一
五
年
一
○
月
二
八
日
「
（
仮
題
）
山
林
取
締
り

委
託
状
」

（
弱
）
同
氏
蔵
明
治
九
年
三
月
「
御
官
林
守
願
」

（
師
）
同
氏
蔵
明
治
一
七
年
九
月
「
足
柄
上
下
郡
官
林
保
護
規
約
」

2２

事
」
、
同
年
二
月
「
立
木
買
請
一
札
之
事
」

（
別
）
同
寺
蔵
寛
政
三
年
九
月
「
御
尋
二
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候

事
」

（
胡
）
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
最
乗
寺
蔵
文
政
九
年
一
一
月
一
二

日
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
御
願
候
事
」
、
同
一
○
年
一
一
月
一
一
三
日
「
乍

恐
以
書
付
奉
御
願
候
事
」
、
同
一
○
年
一
一
月
一
一
三
日
「
乍
恐
以
書
付

奉
願
候
御
事
」
、
同
年
三
月
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
、
同
一
一
一

年
二
月
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
事
」

（
銘
）
関
本
自
治
会
蔵
酉
（
嘉
永
二
年
）
正
月
一
一
八
日
「
当
村
最
乗

寺
二
付
訴
立
始
末
書
」

（
弘
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
天
保
三
年
一
一
月
「
乍
恐
奉
申
上
候
一
札
之

事
」
、
同
年
二
月
一
一
一
日
「
乍
恐
奉
申
上
候
一
札
之
事
」

（
妬
）
大
松
寺
蔵
天
保
八
年
正
月
二
九
日
「
差
上
申
一
札
之
事
」

（
茄
）
鈴
木
英
雄
氏
蔵
天
保
一
三
年
一
一
一
月
「
代
官
善
兵
衛
百
姓
岩

五
郎
両
人
江
申
渡
候
落
着
左
之
通
り
」

（
師
）
最
乗
寺
蔵
万
延
元
年
一
二
月
「
以
書
付
奉
願
上
候
」

（
胡
）
明
治
初
年
の
社
寺
政
策
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
邦
男
前
掲
「
明

治
政
府
の
社
寺
処
分
」
、
安
藤
宣
保
「
維
新
前
後
に
お
け
る
寺
社
領

の
処
分
」
『
寺
社
領
私
考
』
（
愛
知
郷
土
資
料
刊
行
会
）

（
釣
）
『
法
令
全
書
』
第
四
巻
五
頁

（
判
）
（
虹
）
（
妬
）
（
妬
）
は
註
（
８
）
史
料

（
蛇
）
『
法
令
全
書
』
第
七
巻
ノ
ー
一
一
九
一
頁




